様式３
【基本条件】
	提案内容
	配点
（基礎点）

	①　トリチウム分離性能・仕組み等
· 福島第一原子力発電所で発生している濃度のトリチウム水を対象に、分離係数100以上を達成する技術が記載されているか
· 分離する仕組みについて、具体的に記載されているか
· トリチウム濃度の濃くなった水及び廃液（発生する場合に限る）の発生量とその性状、それぞれの保管方法について、具体的に記載されているか
· 実際に検証試験を行う際に必要となる「処理水」の量が記載されているか
	5

	②　処理能力
· 400m3／日以上の処理量まで拡張可能な技術であることが記載されているか
· 今後必要となる想定される検証ステップについて記載されているか
· 検証試験における処理量及び拡張した場合に処理できる量（1日○m3）について記載されているか
· 処理量を達成する仕組みについて、具体的に記載されているか
	5

	③　拡張時における建設コスト・ランニングコストと建設に要する期間
· 建設コスト・ランニングコストについて、その算定の考え方、条件を含めて、具体的に記載されているか
· 建設に要する期間について、その算定の考え方、条件を含めて、具体的に記載されているか
	5

	④　処理量当たりの必要な敷地面積・設備の高さ
· 「処理水」400m3当たりの処理に必要な敷地面積について、その算出の考え方、条件を含めて、具体的に記載されているか
· 必要となる設備の最大高さ（m）について、具体的に記載されているか
	5


【加点項目】
	提案内容
	配点
（技術点）

	①　トリチウム分離性能
· 提案された技術の分離効率が高いか
	10

	②　廃液量
· 発生する廃液量が少ないか
	3

	③　処理量当たりの必要な敷地面積
· 「処理水」400m3／日の処理に必要な敷地面積が狭いか
	9

	④　80万m3の「処理水」の処理に要する時間
· 80万m3の「処理水」の処理に必要となる日数が短いか
	3

	⑤　実験データの提示
· 比較サンプル（コントロールサンプル）の設定、データの統計的処理・評価等がなされた実験データであるか
· 提示するデータが学会や学術誌等の査読を受けた形で公表されているか

· 効果を裏付けるため、様々な角度から実験が行われ、データの分析がなされているか
· 示されたデータに基づき、検証の期間の短縮が見込まれるか
	11
（うち3）
（うち3）

（うち2）
（うち3）

	⑥　技術の拡張に必要な体制
· 開発・実証に要する時間の見込みが短く、そのプロセスが具体的であるか
· 検討体制が十分か
	4
（うち2）

（うち2）


※技術点部分の採点は、A：5/5、B：3/5、C：1/5、D：0/5、の4段階評価とし、配点にこれらの係数をかけて得点を算出します。
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